
●決定事項

・ 「土器川の減災に係る取組方針」を決定

●構成員発言要旨

・ 避難勧告等の判断で早めの対応が必要であるため、水害の危険性が発生するたびに、国
や気象台から細かな判断のためのアドバイスをいただきたい。（丸亀市）

・ 予算や人的制約から現実的な取組項目を選択した。現在記載されていない取り組みに
ついても、今後、必要があれば検討していきたい。 （善通寺市）

・ 取組方針は、今後のフォローアップで「随時見直す」ものとしており、このすべての
取組項目を実施すれば万全かというとそうでもないと考えており、費用対効果を考
えていかなければいけないと思う。(宇多津町)

・ 現状を踏まえコスト面や、取り組み内容の具体的な精査がまだ足りないかと思うため、
今後の検討が必要と思う。(琴平町)

・ 町として現在進めている取り組みや、いろいろな優先順位を加味して、出来ることか
ら早く進めていくことが基本となると思う。（多度津町)

・ ため池ハザードマップを作成しており、堤体の下流部地区への影響を示しているが、ため池
決壊についても心配している。（まんのう町）

・ 「わかりやすい・きめ細かい防災情報」を目指して取り組んでいる。土砂災害と同様
に、洪水や浸水害についても危険レベルの実況及び予測をマップ形式で提供してい
きたい。平成29年度以降に順次改善する計画である。改めて説明に伺うのでよろし
くお願いする。 (気象台）

・ 「かがわ防災Webポータル」を中心として、情報収集・提供しているところであるが、重要な

のは情報を必要としている住民に、いかに、確実に情報を伝えていくかということであり、住
民の防災意識を高める対策を講じていきたい。 (香川県）

●第２回 土器川大規模氾濫に関する減災対策協議会

・実施日：平成28年8月29日(月)13:30～15:00
・場所 ：丸亀市民会館（中ホール）
・出席者：丸亀市長、善通寺市長※、宇多津町長※、琴平町長※、多度津町長、

まんのう町長※、
香川県危機管理総局 危機管理課長、香川県 中讃土木事務所長、
（※は、代理により出席）

香川大学四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構 危機管理先端教育
研究センター長
高松地方気象台長、香川河川国道事務所長

・事務局：香川河川国道事務所

●開催状況

(第２回)土器川大規模氾濫に関する減災対策協議会


